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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
、
町
行
政
に
対
し
、
格
別
の
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
に
強
く

　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

さ
て
、
昨
年
も
台
風
十
九
号
を
始
め
、

豪
雨
災
害
等
の
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で

起
こ
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
安
心
安

全
の
た
め
、
今
年
も
防
災
・
減
災
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
津
波
避
難
困
難
地
域
解

消
の
た
め
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
、
消

防
・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
浸
水
域
外
で
あ
る

高
台
へ
の
建
設
を
進
め
ま
す
。
国
の
中
央

防
災
会
議
に
お
い
て
も
「
自
分
の
命
を
守

る
行
動
を
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
日
頃

か
ら
防
災
に
つ
い
て
意
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
と
介
護
や
医

療
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
等
が
連

携
を
図
れ
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支

援
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
に
よ
る
地
域
振
興
を

　
民
間
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
が
串
本
町

に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、　

令
和
三

年
度
よ
り
打
ち
上
げ
が
始
ま
る
予
定
で

す
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
大
き
な
経

済
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
見
学
環

境
の
整
備
や
交
通
渋
滞
へ
の
対
策
が
必
要

で
あ
り
、
本
町
、
串
本
町
、
和
歌
山
県
、

国
土
交
通
省
等
関
係
機
関
か
ら
な
る
協
議

会
を
設
置
し
、
地
域
振
興
や
課
題
解
決
に

向
け
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の
建
設
は
新
た

な
産
業
の
集
積
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
、
和
歌
山
県
や
紀
南
地

方
の
発
展
に
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
学
校
給
食
の
開
始

　
実
施
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
中
学
校
給
食

は
、
令
和
二
年
度
中
の
開
始
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
下
里
中
学
校
に
給

食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
宇
久
井
中
学
校

と
那
智
中
学
校
に
配
送
し
ま
す
。
今
後
も

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
本
町
で
は
、
各
地
域
が
も
つ
資
源
を
最

大
限
活
用
し
な
が
ら
自
立
分
散
型
の
社
会

を
形
成
し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て

資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
山

漁
村
も
市
街
地
も
そ
の
活
力
が
最
大
限
に

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
「
地
域
循
環

共
生
圏
」の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
異
常
気
象
や
資
源
の
枯
渇
が
年
々
深
刻

さ
を
増
す
な
か
で
、
大
き
く
自
然
の
恩
恵

を
受
け
る
「
世
界
遺
産
と
生
ま
ぐ
ろ
と
温

泉
の
町
」
と
し
て
、
国
連
が
提
唱
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
※
の
考
え
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

環
境
に
配
慮
し
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

那智勝浦町長　堀  順一郎

※ＳＤＧ s　「持続可能な開発目標」を意
味し、2015 年に国連サミットで採択され
ました。17 のゴールと 169 のターゲット
からなる、持続可能な世界を実現するため
の国際目標です。

謹 

賀
新 

年
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
町
議
会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
世
界
登
録
十
五

周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ
り
、
当
町
に

お
い
て
も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
十
一
月
に
は
、「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
二
〇
一
九
」

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選
手
・
関
係

者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
我
が
町
の
魅

力
を
ご
堪
能
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
十
月
に
は
台
風
十
九
号
に
よ
る

豪
雨
で
甚
大
な
水
害
が
発
生
し
、
各
地
で

多
く
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
報
道
を
目
に
す
る
た
び

に
、
平
成
二
十
三
年
に
我
が
町
を
襲
っ
た

紀
伊
半
島
大
水
害
の
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
、
非
常
に
心
が
痛
み
ま
す
。
住
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
非
常
用
物
品
の

備
蓄
、
早
期
の
避
難
な
ど
今
後
と
も
災
害

へ
の
備
え
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
本
年
は
当
町
に
お
い
て
新
し
い

観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

の
設
立
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
明
確

な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
戦
略
の
策
定

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
地
方
誘
客

と
旅
行
消
費
拡
大
の
契
機
と
な
る
よ
う
大

い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
夏
ご
ろ
に
完
成
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
串
本
町
で
の
ロ
ケ
ッ
ト
発

射
場
で
は
、
当
町
に
も
多
く
の
誘
客
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
那
智
勝
浦
町
の
魅
力
が
全
国
に
広
ま

り
ま
す
よ
う
議
会
と
し
て
も
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
年
初
の
ご
挨
拶
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
が
町

が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
で
す
。
新
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
す
る
大
型
事

業
や
人
口
減
少
に
よ
る
歳
入
の
自
然
減
な

ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
議
員
一
同
こ
れ
ら
の
難
題
に
当

局
と
議
論
を
重
ね
、
知
恵
を
絞
り
問
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
に
は
今
後
も
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

那智勝浦町議会議長  荒尾  典男

新 
年

謹
賀
新
年

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

　

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し

　

上
げ
ま
す
と
と
も
に

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

　

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

令
和
二
年
元
旦

　
　
　
　

那
智
勝
浦
町
議
会
議
員
一
同



くらし
の
情　報

  役場お問い合わせ先（市外局番 0735）

  出先機関等電話番号（市外局番 0735）

代表電話　☎ 52-0555 ㈹
※各課へのお問い合わせは下記
　の直通電話をご利用下さい。

総 務 課（総 務 係）
　　　  （防災対策室）
会 計 課
住 民 課（戸籍住民係）
　  　　（保険年金係）
　　　  （環 境 係）
税 務 課（課 税 係）
　　  　（収 納 係）
福 祉 課（健康対策係）
           （福祉厚生係）
    　　 （児 童 係）
　　  　（介護保険係）　　  　
包括支援センター
子育て世代包括支援センター
ねんりんピック推進室
観光企画課（観光商工係）
           （企 画 係）
農林水産課
農業委員会
建 設 課
議会事務局

役場宇久井出張所
役場色川出張所
役場太田出張所
役場下里出張所
水道事業所
クリーンセンター
町民センター
体育文化会館
町立温泉病院
教育委員会
町立図書館
消防本部

52-4811
29-7121
52-7801
29-2003
52-0558
52-0559
52-1094
52-1095
52-2934
52-2945
52-2946
29-7039
29-3300
29-7215
29-7216
29-2131
29-2007
29-4455
29-7134
52-0560
52-0938

54-0010
56-0101
57-0201
58-0002
52-9495
52-4564
52-1170
52-2340
52-1055
52-4686
52-5955
52-4900
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【
開
催
場
所
及
び
日
程
】

（
開
催
日
）

　
令
和
２
年
１
月
30
日
（
木
）
午
後
７
時

か
ら

（
場
所
）体
育
文
化
会
館
第
３
・
４
研
修
室

主
催　
那
智
勝
浦
町

和
歌
山
県
法
定
検
査
推
進
協
議
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
環
境
係

 

所
有
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　
雑
草
や
樹
木
が
生
い
茂
り
、
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
冬
場
の
乾
燥
し
た
時
期
は
、
火
災
の
危

険
性
も
高
く
な
る
た
め
、
定
期
的
に
清
掃

を
行
っ
て
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
住
民
課　
環
境
係

 

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

　
水
道
課
で
は
、
古
く
な
っ
た
水
道
メ
ー

タ
ー
を
定
期
的
に
新
し
い
も
の
と
無
料
で

交
換
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
交
換
予
定
は
次
の
地
区
の
対
象

メ
ー
タ
ー
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
、
水
道

課
で
委
託
し
た
業
者
が
皆
様
の
お
宅
や
お

店
な
ど
に
お
伺
い
し
ま
し
た
際
は
、
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
野
々
・
那
智
山

　
（
市
野
々
２
３
７
７
番
地
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
９
８
７
番
地
）

　
（
那
智
山
３
９
２
番
地
～

　
　
　
　
　
　
那
智
山
４
４
７
番
地
付
近
）

勝
浦
・
築
地
・
朝
日
・
天
満

　
（
勝
浦
２
１
６
番
地
～

　
　
　
　
　
　
　
勝
浦
９
４
５
番
地
付
近
）

　
（
築
地
２
丁
目
３
番
地
～

　
　
　
　
　

  

築
地
５
丁
目
１
番
地
付
近
）

　
（
朝
日
１
丁
目
１
７
１
番
地
～

　
　
　
　
朝
日
４
丁
目
８
２
番
地
付
近
）

　
（
天
満
８
７
０
番
地
～

　
　
　
　
天
満
１
丁
目
２
９
番
地
付
近
）

  《
期
間
》

　

１
月
16
日
（
木
）
～
1
月
28
日
（
火
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
水
道
課
（
水
道
事
業
所
）
 

浄
化
槽
管
理
講
習
会
の
ご
案
内

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
必
要
性
な
ど
、

浄
化
槽
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
正
し

く
学
ん
で
頂
く
も
の
で
す
。

【
対
象
者
】

①
浄
化
槽
の
設
置
又
は
合
併
浄
化
槽
へ
の

変
更
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
。

②
浄
化
槽
を
既
に
設
置
し
て
い
る
方
。

【
受
講
時
間
】
約
４
０
分

【
受
講
料
】
無
料
（
事
前
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

放
送
大
学
入
学
生
募
集
に
つ
い
て

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９

万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ

ー
（
☎
（
０
７
３
）
４
３
１
・
０
３
６
０
）

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
29
日
ま
で
、

第
２
回
は
３
月
17
日
ま
で
。　
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付
加
保
険
料
制
度
に
つ
い
て

　
付
加
保
険
料
制
度
は
、
国
民
年
金
の
一

般
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険
料
（
月
々

４
０
０
円
）
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め
に
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
あ
り
、
申
し
込
み
を
し

た
月
分
か
ら
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
ま

た
は
年
金
事
務
所
へ
速
や
か
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

田
辺
年
金
事
務
所
新
宮
分
室

　
　
☎
（
０
７
３
５
）
22
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も
し
く
は
住
民
課
年
金
係

 

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に  

 

便
乗
し
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
令
和
元
年
10
月
よ
り
始
ま
っ
た
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
便
乗
し
、
厚
生

労
働
省
、
日
本
年
金
機
構
ま
た
は
市
町
村

の
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
振
込
口
座
が
使
え
な
い
た

め
、
新
し
い
口
座
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て
ほ
し
い
。」
と
い
う

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
お
よ
び
日
本
年
金
機
構
で

は
、
電
話
で
お
客
様
の
口
座
番
号
、
暗
証

番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話

が
あ
っ
て
も
、
口
座
番
号
等
の
個
人
情
報

を
答
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

産
前
産
後
の
国
民
年
金  

    

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
出
産
前
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
31
年
２
月
１
日
以

降
に
出
産
を
し
た
方
が
対
象
と
な
り
、
出

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

前
月
か
ら
４
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
に
な
り
ま
す
。（
多
胎
妊
娠
の
場

合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。）

　
届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
1
月
か
ら
2
月
末
に
か
け
て

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
統
計
調
査
は
、
政
府
が
日
本
の
農
林
業

の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
農
山
村
地
域

に
お
け
る
土
地
資
源
な
ど
農
林
業
・
農
山

村
の
基
本
構
造
の
実
態
と
そ
の
変
化
を
明

ら
か
に
し
、
農
林
業
施
策
の
企
画
・
立
案
・

推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
統
計
を

作
成
し
、
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
5

年
ご
と
に
行
う
調
査
で
す
。
期
間
中
は
農

業
や
林
業
、
畜
産
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
て
経

営
の
状
態
や
耕
地
面
積
な
ど
の
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

令
和
２
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

【
任
期
】

　
令
和
２
年
４
月
１
日 

～

　
　
　
　
　
　

 

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

【
目
的
】

　
国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、
国

民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国
有
林

野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
。

【
対
象
】

　
和
歌
山
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森
林
・

林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人
の

方
。
た
だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家

公
務
員
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

を
務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

【
詳
細
】

　
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局　
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部 　

　
　
　
　
　
　
企
画
調
整
課 

林
政
推
進
係

　
☎
（
06
）
６
８
８
１
・
３
４
０
６

 

県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院 

　
　
　

令
和
２
年
度
生
徒
の
募
集

【
日
時
】

　
令
和
２
年
２
月
５
日
（
水
）
９
時
30
分
～

【
会
場
】
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院
（
田
辺　

　
市
）
及
び
東
牟
婁
振
興
局
（
新
宮
市
）

【
対
象
】
高
卒
（
見
込
）
者
以
上
な
ど

　
選
考
方
法
：
筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
）、

　
面
接

【
募
集
定
員
】
自
動
車
工
学
科
４
人
程
度
、

　
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
１
９
人
程
度
、
情
報

　
シ
ス
テ
ム
科
１
０
人
程
度

【
費
用
】
２
２
０
０
円
（
県
証
紙
）

【
願
書
配
布
】
県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門

　
学
院
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
申
込
】
令
和
２
年
１
月
１
４
日
～
１
月
24

　
日
に
令
和
２
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
の

　
方
は
在
籍
学
校
、
そ
れ
以
外
の
方
は
ハ

　
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
体
験
入
学
】
令
和
２
年
１
月
11
日
（
土
）

　
（
令
和
２
年
１
月
９
日
（
木
）
午
後
３
時

　
ま
で
に
申
込
が
必
要
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

　
（
田
辺
市
新
庄
町
１
７
４
５
番
地
２
）　

　
☎
（
０
７
３
９
）
22
・
２
２
５
９

※
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
掲
載
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　1月納期限のお知らせ　
税目 期別 納期限

  町県民税 第 4 期
令和２年1月 31日（金）  国民健康保険税 第 8 期

  介護保険料 第 10 期
　後期高齢者医療保険料 第 7 期

　納税には便利な口座振替をご利用ください。　　
お申し込みは簡単です。申込用紙を送付しますので、役場税務課　収納係までお電話ください。

（但し、ゆうちょ銀行は直接銀行窓口で手続きをお願いします。）

税務課からの
お知らせ

【お問い合わせ先】
税務課収納係

   ☎ 0735-52-1095

～ 那智勝浦町では口座振替を推進しています～

受験種目 応募資格 受付期間 試験日 試験会場

自衛官候補生  18 歳以上 32 歳未満の男女 令和2年1月9日（木）
まで 令和２年 1 月 11 日（土） 自衛隊和歌山地方協力本部

（和歌山市築港 1 丁目 14-6）

高等工科学校生徒  男子で中卒 ( 見込含 ) １７歳未満
 の者

令和2年1月6日（月）
まで

一次：
令和２年 1 月 18 日（土） 田辺商工会議所

（田辺市新屋敷町１ ）

賃貸学生
 現在、大学３・４年次又は大学院 
 に在学の方
 ※条件等、細部はお問い合わせ下さい。

令和2年1月6日（月）
まで 令和 2 年 1 月 25 日（土）

全国主要都市
※ 54,000 円／月、防衛省
から学資金が貸与されます。

      自衛官等募集案内 【お問い合わせ ( 申込 ) 先】
自衛隊新宮地域事務所（新宮高校正門前）
　　　☎（0735）21-3449 (FAX 兼）

 
和
歌
山
地
方
法
務
局
に
お
け
る 

 
国
籍
事
務
の
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
す

　　
令
和
２
年
１
月
６
日
か
ら
和
歌
山
地
方

法
務
局
に
お
け
る
国
籍
事
務
の
取
扱
い
が

変
更
さ
れ
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の

左
記
の
申
請
又
は
届
出
等
に
つ
い
て
は
、

和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍
課
に
お
い
て
の

み
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
国
籍
選
択
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
和
歌
山
地
方
法
務

局
戸
籍
課
及
び
各
支
局
に
お
い
て
取
り
扱

い
ま
す
。

帰
化
許
可
申
請

　
外
国
人
の
方
が
日
本
国
籍
取
得
の
た

め
、
法
務
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
で
す
。

届
出
に
よ
る
国
籍
取
得

　
国
籍
法
に
定
め
ら
れ
た
外
国
籍
の
方

が
、
届
出
す
る
こ
と
で
日
本
国
籍
を
取
得

す
る
も
の
で
す
。

国
籍
離
脱

　
日
本
国
籍
と
そ
れ
以
外
の
国
籍
を
持
つ

重
国
籍
の
方
が
日
本
国
籍
を
離
脱
す
る
手

続
で
す
。

そ
の
他
の
国
籍
に
関
す
る
相
談

　
国
籍
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
　
　
　
和
歌
山
市
二
番
丁
３
番
地

　
　
　
　
和
歌
山
地
方
合
同
庁
舎
４
階

　
　
☎
（
０
７
３
）
４
２
２
・
５
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の 

  　

申
請
は
も
う
お
済
で
す
か
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
な
と
き
の
番
号
確
認
は
も
ち

ろ
ん
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え

る
ほ
か
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
に
利

用
で
き
ま
す
。

　
国
は
今
後
、
健
康
保
険
証
の
機
能
を
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
集
約
す
る
こ
と
な

ど
、
便
利
な
機
能
の
追
加
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
利
用
が
増
え
て
く
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
た
め
、
役

場
住
民
課
窓
口
に
お
い
て
、
職
員
が
無
料

で
顔
写
真
を
撮
影
し
、
郵
送
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
カ
ー
ド
申
請
の
お
手
伝
い
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
方
法
が
分
か
ら
な
い
方
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
係

【新春説明会のご案内】
　令和２年１月６日（月） 12：00 ～ 15：00　自衛隊新宮地域事務所（※来場自由）

2 月
行政相談

日時：令和 2 年 2 月 5 日（水）
　　　13 時 30 分～
　　　　　　15 時 30 分
場所：役場 2F 第 2 会議室
お問い合わせ先：
　　　役場総務課総務係
　　　☎ 0735-52-4811
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世
界
糖
尿
病
デ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
を 

                       

開
催
し
ま
し
た

　

11
月
14
日
は
国

際
糖
尿
病
連
合
と

世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
制
定

し
た
世
界
糖
尿
病

デ
ー
で
す
。
世
界

各
地
で
糖
尿
病
の

予
防
・
治
療
・
療

養
を
喚
起
す
る
啓
発
活
動
が
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
当
院
で
も
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
相
談
・
紹
介
コ
ー
ナ
ー
（
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
）
の
設
置
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
成
人
の
４
人
に
１
人
が
糖
尿
病
も
し
く

は
そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
い
る
時
代
で

す
。
糖
尿
病
を
正
し
く
認
識
し
、
上
手
な

お
付
き
合
い
が
で
き
な
い
と
、
透
析
治
療

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
、
失
明
、
さ
ら
に
は
認
知
症
や
が
ん
な

ど
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

今
年
は
、

○
血
圧
・
血
糖
測
定
体
験

○
専
門
看
護
師
に
よ
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
相
談

○
管
理
栄
養
士
に
よ
る
お
食
事
何
で
も
相
談

○
理
学
療
法
士
に
よ
る
生
活
ス
タ
イ
ル
に

　
合
っ
た
運
動
の
紹
介

○
臨
床
検
査
技
師
に
よ
る
頸
動
脈
エ
コ
ー
体
験

○
薬
剤
師
に
よ
る
糖
尿
病
と
お
く
す
り
の
相
談

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
上
田
医
師
に

　
よ
る
講
演
会
「
糖
尿
病
治
療
に
お
け
る

　
運
動
・
リ
ハ
ビ
リ
の
有
用
性
」

○
糖
尿
病
友
の
会
「
や
た
が
ら
す
の
会
」
紹
介

　
な
ど
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

年
末
年
始
の
休
診
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
の
休
診
予
定
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

12
月
27
日
（
金
）
ま
で　
　
　
通
常
診
療

12
月
28
日
（
土
）
～

　
　

１
月
５
日
（
日
）
通
常
外
来
は
休
診

１
月
６
日
（
月
）　
～　
　
　
　
通
常
診
療

　　
な
お
、
休
診
予
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休

日
・
時
間
外
・
救
急
診
療
は
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　
他
の
患
者
さ
ま
の
受
診
状
況
に
よ
っ
て
、

お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
が
長
時
間
に
な
る

場
合
や
、
当
番
医
の
担
当
科
に
よ
っ
て
診

療
が
困
難
な
病
状
も
あ
り
ま
す
の
で
、
受

診
希
望
の
か
た
は
来
院
前
に
当
院
時
間
外

受
付
ま
で
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
☎
（
０
７
３
５
）
52
・
１
０
５
５

診療科 月 火 水 木 金 受付 診療

内科

午前
１診 山本 山本 石亀 山本 坂東

7:30 ～ 11:30 9:00 ～２診 切士 伊藤 切士 切士 伊藤
３診 竹中 山本章 安江 竹中 石亀

午後
１診 （禁煙外来）

7:30 ～ 15:00 13:30 ～２診 （循環器医師） （※１）
３診 （※２） （※３） （※１）

　生活習慣病・
　糖尿病センター

午前 （健診） （健診）
（予約のみ）

午後 （※４）

整形外科
午前

１診 松下 北野 松下 整形外科医師 整形外科医師
7:30 ～ 11:30 9:00 ～

２診 （松下） （木浦） （松下） （木浦）
午後 ２診 （木浦） （手術） （検査） （手術） （検査） （予約のみ）

リハビリテーション科 午前 （吉岡） （吉岡） （上田） （※５） （リハ科医師） 7:30 ～ 11:30 9:00 ～

眼科
午前 眼科医師 7:30 ～ 11:00 9:00 ～
午後 眼科医師 7:30 ～ 14:30 13:00 ～

※１　月２回　糖尿病内科　南條（要予約）　※２　小児科予防接種（要予約）　　
※３　こどもこころの外来（要予約）※４　糖尿病内科　山本（要予約）　※５　月２回　田島（要予約）
・  （　）は予約診療です。ご希望の方は電話にてご相談ください。
・  診療時間は変更になる場合があります。最新のものは病院ホームページ（右記 QR コード参照）に掲載しています。

◆ 診療時間のお知らせ ◆   （ 1 月 1 日現在 ）

　
町
立
温
泉
病
院
で
は
、
現
在
次
の
職

種
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
採
用
条
件・勤
務
条
件・給
与
条
件
等
、

詳
し
く
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
正
職
員

　
医
師
（
内
科
・
整
形
外
科
）・
看
護
師
・
　

　
作
業
療
法
士
・
薬
剤
師
　

・
臨
時
職
員

　
看
護
師
・
准
看
護
師
・
ナ
ー
ス
エ
イ
ド

職 員 募 集
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  「
難
民
」
の
意
味

　

 

市
野
々
小
学
校　

五
年　

小
賀  
柚
那

　
学
校
で
、
一
枚
の
プ
リ
ン
ト
が
配
ら
れ

た
。
表
に
は
、
腕
の
細
い
赤
ち
ゃ
ん
が
、

こ
ち
ら
を
見
て
い
た
り
、
子
ど
も
が
笑
っ

て
い
た
り
す
る
写
真
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

「
何
だ
ろ
う
こ
れ
。」
そ
う
思
っ
て
、
家
で

プ
リ
ン
ト
を
読
ん
で
み
た
。
内
容
は
「
難

民
へ
の
募
金
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
私
は
、
し
ば
ら
く
迷
っ

た
。「
大
切
な
家
の
お
金
を
、
人
の
た
め
に

使
う
の
か
。」
そ
う
思
っ
た
。
で
も
、
せ
っ

か
く
の
機
会
だ
。
私
は
、
思
い
切
っ
て
お

母
さ
ん
に
言
っ
て
み
た
。

「
ね
え
、
こ
れ
見
て
、
私
募
金
し
た
い
。」

「
ど
れ
、
見
せ
て
。
う
ん
、
い
い
ね
。」

お
母
さ
ん
は
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
日
、

私
は
プ
リ
ン
ト
で
作
っ
た
小
さ
な
袋
に
お

金
を
入
れ
た
。
お
な
か
が
す
い
て
い
る
人

達
の
た
め
の
食
べ
物
が
、
何
袋
か
買
え
る

ぐ
ら
い
の
お
金
だ
っ
た
け
ど
「
募
金
し
て

よ
か
っ
た
。」
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

出
来
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
私
は
、
も

っ
と
難
民
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
い
と
思

っ
た
。

　
「
六
千
八
百
五
十
万
」こ
れ
は
何
の
数
字

だ
ろ
う
か
。
こ
の
数
字
は
、
全
世
界
で
紛

争
な
ど
に
よ
り
、
故
郷
を
追
わ
れ
て
い
る

人
た
ち
の
数
で
あ
る
。
日
本
の
人
口
は
約

一
億
三
千
万
人
。
つ
ま
り
、
そ
の
半
分
近

く
が
難
民
の
人
数
だ
。
私
は
、
あ
る
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
私
よ
り

少
し
年
下
く
ら
い
の
女
の
子
が
、
学
校
に

も
行
け
ず
、
弟
の
面
ど
う
を
見
て
い
た
。

「
毎
日
、
戦
争
で
人
が
死
ん
で
つ
ら
か
っ

た
。
必
死
で
に
げ
て
き
た
。」

女
の
子
は
泣
き
な
が
ら
そ
う
話
し
て
い
た
。

と
て
も
衝
撃
的
だ
っ
た
。「
自
分
達
は
の
ん

び
り
生
活
し
て
い
る
の
に
、
地
球
に
は
、

こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
ん

だ
。」
と
思
っ
た
。
で
も
、
こ
の
女
の
子
だ

け
じ
ゃ
な
い
。
難
民
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト

は
、
子
ど
も
だ
。
学
校
に
行
き
た
く
て
も
、

行
け
な
い
子
だ
っ
て
た
く
さ
ん
い
る
。
私

達
が
生
活
し
て
い
る
こ
の
時
に
、
別
の
場

所
で
は
、
住
む
場
所
を
追
わ
れ
苦
し
ん
で

い
る
子
ど
も
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
で
は
、
難
民
を
助
け
る
活
動
は
あ
る
だ

ろ
う
か
。
今
、
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
募
金
活
動
を
し
て
、
集
ま
っ
た
お
金
で

子
ど
も
た
ち
の
勉
強
道
具
や
、
難
民
へ
の

医
り
ょ
う
用
品
な
ど
を
買
い
難
民
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て

の
人
々
が
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
ま
だ
ま
だ
紛
争
に
ま
き
こ
ま
れ
て

い
た
り
、
助
け
が
い
き
と
ど
い
て
い
な
か

っ
た
り
す
る
人
も
い
る
。
ま
た
、
幸
い
過

去
を
乗
り
こ
え
て
生
き
て
い
る
人
だ
っ
て

い
る
。

　
そ
ん
な
人
達
が
い
る
中
で
私
は
何
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
募
金
は
と
て
も

大
事
だ
ろ
う
。
少
し
の
お
金
で
も
、
そ
れ

は
、
難
民
を
助
け
る
力
に
な
る
。
そ
れ
に
、

私
は
今
回
「
募
金
」
と
い
う
も
の
の
見
方

が
、
変
わ
っ
た
。「
こ
の
お
金
で
買
っ
た
も

の
を
使
っ
た
難
民
の
人
は
、
ど
ん
な
表
情

を
す
る
だ
ろ
う
。」
と
考
え
て
も
み
た
。
し

か
し
、
私
は
ま
だ
十
二
才
だ
。
自
分
で
働

い
て
、
自
分
で
お
金
を
稼
げ
ら
れ
る
年
で

は
な
い
。
今
回
し
た
募
金
も
、
も
と
は
、

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
働
い
て
稼
い
だ

お
金
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
も
っ
と
身
近

に
、
私
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

正
直
、
ま
だ
こ
の
考
え
の
は
っ
き
り
と
し

た
答
え
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
日
ご

ろ
の
あ
い
さ
つ
な
ど
を
、
日
々
続
け
た
り

す
る
こ
と
で
、
難
民
の
人
々
が
日
本
に
来

た
時
、
日
本
の
温
か
み
を
感
じ
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
難
民
の
情
報
を
見

て
聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う
と
思
う
。

「
難
民
」
と
い
う
言
葉
で
簡
単
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
て
も
、
そ
の
ま
と
ま
り
の
中
の
一

人
一
人
が
大
切
な
命
、
そ
し
て
未
来
を
持

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
人
々
を
争
い
で
き
ず

つ
け
て
は
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
自

分
自
身
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
共
に
、

一
人
一
人
が
平
等
で
命
の
重
さ
に
差
な
ん

て
な
い
と
い
う
こ
と
を
心
に
し
っ
か
り
と

刻
ん
で
生
活
し
た
い
と
思
う
。

　

あ
り
が
と
う

　
　
　  

市
野
々
小
学
校　

六
年　

貝
岐  

結
衣

友
達
に
、

「
あ
り
が
と
う
。」

て
、
い
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
。

私
も
、
友
達
に
、

「
あ
り
が
と
う
。」

て
、
い
う
と
な
ん
だ
か
う
れ
し
い
。

手
伝
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

い
っ
し
ょ
に
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

友
達
に
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

色
々
な
「
あ
り
が
と
う
。」
が
あ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、

「
あ
り
が
と
う
。」
っ
て
、

世
界
を
笑
顔
に
で
き
る

言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　めざそうよ　

　　   笑顔たくさん

　　　          見える町

  宇久井小学校  ６年  鳴子  帆乃風

令
和
元
年
度

　

人
権
作
文

・
人こ

こ

ろ権
の
詩

・
人
権
標
語　

入
賞
作
品

人 権 作 文　小学生の部　入選作品

人 権 標 語　
小学生の部　入選作品

人 

権 

の 

詩

小
学
生
の
部　

入
選
作
品

11
月 

に 
発 
行 
し 
た 「 

広 

報 

な 

ち 

か 

つ 

う 

ら 

人 

権 

・ 

同 

和 

教 

育 

啓 

発 

推 

進 

月 

間 

集 

号 

」 に 

掲 
載 
し 
き 
れ 

な 

か 

っ 

た 

人 

権 

に 

関 

す 

る 

作 

文 

・ 

詩 

・ 

標 

語 

の 

優
入
選 

作 

品 

を 

、 ご 

紹 

介 
し 
ま 
す 
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命
は
平
等
に
光
輝
く

　
　
那
智
中
学
校　

二
年　

田
中　

千
遥

　
「
ウ
イ
ニ
ン
グ
・
パ
ス
」
と
い
う
映
画
を

授
業
で
見
ま
し
た
。
十
七
歳
の
主
人
公
が

バ
イ
ク
で
事
故
に
遭
い
、
車
椅
子
の
生
活

に
な
り
ま
す
。
は
じ
め
は
、
そ
ん
な
自
分

を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
人
の
目
も
気
に
な

り
、
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
入
院
中
に

知
り
合
っ
た
人
と
車
椅
子
バ
ス
ケ
仲
間
に

な
り
ま
し
た
。
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
前

向
き
に
な
れ
た
の
で
す
。
車
椅
子
バ
ス
ケ

は
、
時
に
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
い
、
ま
る

で
格
闘
技
の
よ
う
で
す
。
車
椅
子
を
巧
み

に
操
作
し
、
ド
リ
ブ
ル
・
パ
ス
・
シ
ュ
ー

ト
を
す
る
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
て
「
な
ん
て

す
ご
い
ん
だ
ろ
う
。」
と
思
い
ま
し
た
。
車

椅
子
ご
と
ひ
っ
く
り
返
っ
た
り
転
ん
だ
り

し
て
も
起
き
上
が
る
姿
は
圧
巻
で
す
。
私

は
こ
の
映
画
を
見
て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
の
事
を
も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
く
な
り

ま
し
た
。

　
来
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
な

い
独
自
の
競
技
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ボ

ッ
チ
ャ
や
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
な
ど
で
す
。
ボ

ッ
チ
ャ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
祥
の
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
り
、
重
度
の
障
が
い
者
の
人
で

も
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
リ
オ
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
が
銀
メ
ダ
ル
を
取

り
ま
し
た
。
繊
細
な
技
術
と
頭
脳
を
必
要

と
し
、
今
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
重
要

な
競
技
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
女
子
が
金
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し

た
。
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
パ
ラ
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
イ
ラ
ン
の
ラ
ー
マ
ン
選
手
が

三
百
十
キ
ロ
の
バ
ー
ベ
ル
を
持
ち
上
げ
、

金
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し
た
。
健
常
者
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ン
の
国
民
的
ア
ス

リ
ー
ト
で
英
雄
で
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
独
自
の
ル
ー
ル

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

目
の
不
自
由
な
人
と
伴
走
車
が
〝
き
ず
な

〟
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
伴
走
ロ
ー
プ
を
握

り
走
り
ま
す
。
伴
走
車
は
、
コ
ー
ス
の
説

明
や
目
の
不
自
由
な
人
が
安
心
し
て
競
技

に
集
中
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

た
だ
し
、
大
き
な
声
で
叱
咤
激
励
な
ど
を

す
る
の
は
、
ル
ー
ル
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
伴
走
者
が
き
ず
な
を
引
っ
張

っ
て
誘
導
し
た
り
、
先
に
ゴ
ー
ル
す
る
事

も
ル
ー
ル
違
反
で
す
。
初
め
て
パ
ラ
マ
ラ

ソ
ン
の
存
在
を
知
っ
た
時
は
、
心
が
揺
さ

ぶ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
自
信
の
な
か
っ

た
自
分
も
「
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な

い
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
〝
パ

ラ
〟
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
知
っ
て
い
ま

す
か
？
元
々
は
パ
ラ
プ
レ
ジ
ア
（
下
半
身

麻
痺
）
と
い
う
意
味
で
し
た
が
、
今
で
は

パ
ラ
レ
ル
（
並
行
）
に
意
味
が
変
化
し
ま

し
た
。
ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博

士
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
生
み
の
親
で

す
。
始
め
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・

マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
に
い
る
第
二
次
世
界
大

戦
で
負
傷
し
た
兵
士
の
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
中
村
裕
と
い
う
日
本
の
医
師

が
感
銘
を
受
け
、
日
本
に
も
広
め
る
事
に

し
ま
し
た
。
今
で
は
、
沢
山
の
人
が
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
者
の
人
も
健
常

者
と
変
わ
り
な
く
社
会
に
出
た
り
、
生
き

が
い
を
見
つ
け
活
躍
で
き
る
場
所
を
広
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
選
手
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
障
が
い

の
あ
る
人
に
平
等
に
光
が
当
た
る
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
私
は
〝
害
〟
と

い
う
漢
字
を
使
い
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
良
い
意
味
で
は
な
い
し
、
人

に
使
う
言
葉
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
、
害
と
い
う
漢
字
を
平

仮
名
で
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
人
を
弱
者
と
呼
ぶ
こ
と
に

も
違
和
感
を
感
じ
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る

人
は
、
決
し
て
弱
い
人
間
で
は
な
い
と
思

う
か
ら
で
す
。
楽
し
い
事
、
つ
ら
い
事
、

困
難
な
事
も
み
ん
な
で
共
有
し
合
い
、
助

け
合
う
の
は
当
た
り
前
の
事
で
す
。
健
康

な
人
も
病
気
の
人
も
障
が
い
の
あ
る
人
も
、

命
は
み
ん
な
平
等
な
の
で
す
。

　

言
葉

　
　 

色
川
中
学
校　

二
年　

多
持  

澪
生

「
バ
カ
じ
ゃ
な
い
の
」、「
こ
ん
な
の
も
分
か
ん
な

い
の
」

君
の
ち
ょ
っ
と
し
た
軽
い
一
言
が

冗
談
半
分
で
い
っ
た
軽
い
一
言
が

相
手
に
と
っ
て
は
、

と
っ
て
も
と
っ
て
も
重
い
一
言
だ
と
思
う

君
は
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
い
の
に

相
手
に
は
つ
ら
い
一
言
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
軽
い
言
葉
、
何
げ
な
い
一
言
で

相
手
の
心
が
大
き
く
か
わ
っ
て
し
ま
う
。

　ならないか

　 　いじめをとめる

　　    　ヒーローに！！
　
  色川中学校　１年　新宅  優喜

人 権 作 文　中学生の部　入選作品

人 権 標 語　
中学生の部　入選作品

人 

権 

の 

詩

中
学
生
の
部　

入
選
作
品

　
　
　
お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
元
年
広
報
な
ち
か
つ
う
ら
人
権
特
集
号
に
お

き
ま
し
て
、
人
権
作
文
の
特
選
作
品
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
し
た
が
、受
賞
者
名
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
中
学
生
作
文　
特
選　
宮
井  

菜
都
子　

と
す
る
べ
き
と
こ
ろ
、
宮
井  

奈
都
子　
と
記
載
を

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
　
那
智
勝
浦
町
人
権
尊
重
推
進
委
員
会　
事
務
局

      　

            （
那
智
勝
浦
町
役
場　
福
祉
課
内
）



　広報なちかつうら　2020 - 1　　10

い  き  い  き
健康ひろば

予防接種はお済みですか？（各種予防接種の再度ご案内）
【申込・お問い合わせ先】
福祉課 健康対策係
☎ (0735)52-2934

　インフルエンザの流行の季節になりました。インフルエンザを含む様々な感染症から私たちの体を守り、また
ほかの人への感染を広めないようにするには、予防接種が有効です。
　役場から様々な予防接種のご案内をしているところですが、期限が設定されているものがありますので、機会
を逃すことがないように、今一度ご確認ください。

高齢者の方々へのインフルエンザ予防接種

高齢者肺炎球菌予防接種

風しん抗体検査 ・ 予防接種

対象者

実施期間

接種料金

令和２年１月３１日まで

自己負担 1,000 円　接種時に医療機関へお支払いください。（※生活保護世帯は無料）

接種日に那智勝浦町に住民票のある方で
　①満 65 歳以上の方
　②満 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能の
　　　 障害により身体障害者手帳１級を持っている方

利用方法 町内或いは太地町の医療機関で接種する場合

上記以外の医療機関で接種する場合
対象者②に該当する方
対象者のうち生活保護世帯の方

医療機関へ直接予約してください。
　受診の際は健康保険証を御持参ください。
　予診票は医療機関に置いています。

必ず事前に役場へ申込みしてください。
必要書類をお送りします。｝

対象者

実施期間

接種料金

利用方法

接種日に那智勝浦町に住民票のある方で、
令和元年度内に 65、70、75、80、85、90、95、100 歳になる方
※対象となる方には役場より案内文書をお送りしています。

令和２年３月３１日まで

自己負担2,000円　接種時に医療機関へお支払いください。（※生活保護世帯は無料）

①かかりつけの医療機関に予約をしてください。
②接種日には「健康保険証」、案内文書に同封している
　「予防接種依頼書・予診票」を持参してください。
③接種後に医療機関から渡される「高齢者肺炎球菌予防
　接種済証」は大切に保管してください。

案内文書に同封されている

説明書を必ずよく読んだ上

でご利用ください。

対象者

実施期間 検査 ・ 接種料金

利用方法

昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月１日の間に生まれた男性の方

令和４年３月３１日まで 無料 （クーポン券をご利用ください）

①対象者の方に案内文とクーポン券が送られます。
②医療機関に予約してクーポン券を使って抗体検査を行います。
　※抗体検査・予防接種のできる医療機関については、厚労省 HP に掲載しています。
　※事業所健診や特定健診の時に抗体検査ができる場合があります。
③抗体検査の結果、抗体がない場合は予防接種の対象となりますので、クーポン券を使って
　予防接種を受けます。
　※接種にあたり、当日の体調等で接種できない場合があります。また、副反応が発生する
　　恐れがあるので、必ず医師と相談してください。



子 育 て
 だより
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子育てイベントカレンダー（ ～ 2 月 ）
日　程 事　業　名 場　所 時　間

1 月  6 日（月）
 ベビーマッサージ教室  町民センター  13:30 ～ 開始
 プレママ　ぷち講座
  （妊娠中の食事と栄養）  町民センター  14:15 ～ 14:30( 受付）

1 月  8 日（水）  ★ベビーママサロン  福祉健康センター 1 階和室  10:00 ～ 11:30

1 月 10 日（金）  ★ママヨガ（※要申込）
 対象者：産後 4 ～ 9 か月  福祉健康センター 1 階和室  10:00 ～ 11:00

1 月 15 日（水）  ★誕生会  福祉健康センター２階大会議室  10:00 ～ 11:30
1 月 20 日（月）  育児相談  町民センター  13:30 ～ 14:30( 受付）
1 月 21 日（火）  ★下里広場  下里保育所支援室    9:30 ～ 11:30
1 月 29 日（水）  ★宇久井子育て広場  宇久井コミュニティセンター    9:30 ～ 11:30

2 月   3 日（月）
 ベビーマッサージ教室  町民センター  13:30 ～  開始
 プレママ　ぷち講座
  （行政サービス・手続き）  町民センター  14：15 ～ 14:30（受付）

2 月   5 日（水）  ★すくすく広場  福祉健康センター２階大会議室  10:00 ～ 11:30
2 月 12 日（水）  ★ベビーママサロン  福祉健康センター 1 階和室  10:00 ～ 11:30
2 月 17 日（月）  育児相談  町民センター  13:30 ～ 14:30( 受付）
2 月 18 日（火）  ★下里広場  下里保育所支援室    9:30 ～ 11:30

2 月 19 日（水）
 ★誕生会  福祉健康センター２階大会議室  10:00 ～ 11:30
マタニティーエクササイズ（※要申込み )  福祉健康センター 1 階和室  13:30 ～ 15:00

2 月 23 日（日）  パパママくらす（※要申込み）  教育センター２階    9:30 ～ 11:30

　★印の事業　：地域子育て支援センター
　　　　　　　 　☎ (0735) 52-0224
　その他の事業：子育て世代包括支援センター
　　　　　　 　　☎ (0735) 29-7215

問
合
せ
先

にこにこキッズとは、支援センターを利用した
後、子どもたちが、いつもにこにこしているこ
とや、子どもたちの笑顔があふれる場所であり
たいという願いが込められています。

はぐハグは、子育てに関する言葉の中から「は
ぐくむ・抱きしめる（ハグ Hug）」という同じ音
でも２つの意味を持っている言葉を選びました。
この愛称で、これからも那智勝浦町の子どもた
ちの健やかな成長を支援していきたいと思って
います。

地域子育て支援センター

『にこにこキッズ』
子育て世代包括支援センター

『はぐハグ』

　地域子育て支援センターと子育て世代包括支援センターの愛称を５月から７
月にかけて皆さまに募集したところ、多くの方から応募していただきました。
ありがとうございました。
　選考の結果、以下のとおり愛称が決定しました。これからも「にこにこキッズ」
と「はぐハグ」をよろしくお願いいたします。

愛称が決定しました地域子育て支援センター
子育て世代包括支援センター

地域子育て支援センター
（勝浦認定こども園内）
☎ （0735)52-0224

子育て世代包括支援センター
（役場本庁福祉課内）
☎ （0735)29-7215

保育所（園）に通っていないお子さんとその保
護者の支援をしています。親子の交流の場や遊
び場を提供したり、子育てに関する相談を行っ
ています。

妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない様々
な支援をしています。様々な部署や機関と連携
し、母子保健をはじめとする子育てに関する総
合的な相談窓口となっています。
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 地区別人権学習会の開催について 【お問い合わせ先】
那智勝浦町人権尊重推進委員会（福祉課内）

13　　広報なちかつうら　2020- 1

　平成 14 年にすべての人の人権が尊重される社会の実現をめざすことを目的とした「那智勝浦町人権尊重の社会づくり条
例」が制定され、那智勝浦町人権尊重推進委員会では、この条例の理念の実現に向け、理解を深め、差別の解消に向けた取
組みを体得するよう関係機関、団体と連携を図りながら人権教育・人権啓発を推進してまいりました。
　しかしながら、私たちのまわりには、依然として同和問題をはじめ女性の人権、子どもの人権、障がい者の人権、高齢者
の人権、外国人の人権などの人権問題があり、さらに情報化社会の進展に伴うインターネット上での誹謗・中傷、プライバ
シー侵害や性的少数者などへの新たな人権問題も発生しています。
　その一方で、平成 28 年には、障害者差別解消法、ヘイトスピーチ対策法、そして部落差別の解消の推進に関する法律が
施行され、人権問題をめぐる状況があらたな局面を迎えています。
　このような状況を踏まえ、本年６月「第９回人権・同和問題に関する町民意識調査」を実施しました。これらの調査結果
の分析を通して本町のおかれた人権・同和問題に関する課題を学習し、人権意識の向上につなげていきます。

 なちかつプレミアム付商品券
   申請及び使用期限についてのお知らせ

【お問い合わせ先】
福祉課福祉厚生係　  ☎（0735) 52-2945

　本年度実施しております、なちかつプレミアム付商品券の申請は
1 月 31 日までとなっております、お手元に申請書がございました
ら、ぜひ申請をしてくださいますようお願いします。

〇申請締切　         令和 2 年 1 月 31 日
〇商品券引換締切　令和 2 年 2 月 28 日
〇商品券使用期限　令和 2 年 2 月 29 日

地　区 開催日時 会　場 地　区 開催日時 会　場

宇久井
1 月 27 日 （月）
  午後 7 時～

宇久井コミュニティー
センター

湯川 ・ 三川
1 月 30 日 （木）
  午後 7 時～

教育センター

那智山
市野々

1 月 30 日 （木）
  午後 7 時～

市野々小学校     下里
1 月 27 日 （月）  
  午後 7 時～

下里保育所

天満
1 月 28 日 （火）
  午後 7 時～

体育文化会館     浦神
1 月 28 日 （火）  
  午後 7 時～

浦神西区民会館

朝日
1 月 29 日 （水）
  午後 7 時～

朝日区民会館
市屋 ・ 太田
出合

1 月 31 日 （金）
  午後 7 時～

太田小学校

勝浦
1 月 29 日 （水）
  午後 7 時～

勝浦小学校会議室
妙法 ・ 大野    
  籠

1 月 31 日 （金）
  午後 3 時 30 分～

口色川会館

　本町では、「人権・同和問題に関する町民意識調査」を５年に１度実施しており、本年度９回目となる調査
を実施しました。町民の皆様から頂いた回答や貴重な意見を分析し、人権・同和問題についての成果や課題に
ついて報告する懇談会を町内１０か所で下記日程で開催いたします。
　町民の皆様におかれましては、本町をとりまく人権問題や課題に対する理解を深める機会となります。
ぜひご出席いただきますよう、お願いします。

参加申込 ： 事前申し込みは不要です。

内　　　容 ：  第９回 「人権同和問題に関する町民意識調査」 の結果報告及び分析
　　　　　　　　人権啓発映画の上映
　　　　　　　　質疑応答 ・ 懇談

商品券の引換が 2 月 28 日、
お店での使用が 2 月 29 日までです。
忘れずにご利用くださいニャン！

本町における人権施策の状況について
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　昭和 24 年１月 26 日に法隆寺金堂から出火した火災によって、国宝の金堂壁が焼
損しました。それを受け、国民の文化財を守る思想の高揚を図るため、昭和 30 年に
毎年 1 月 26 日を「文化財防火デー」と定め、以降全国的に文化財防火運動が展開さ
れています。
　最近でも沖縄県の首里城が焼失し国民に大きな衝撃を与えました。文化財は歴史・
文化を理解する上で欠かすことのできない国民共有の貴重な財産です。本町において
も世界遺産である熊野那智大社や那智山青岸渡寺など貴重な文化財を有しており、毎
年文化財防火デーに合わせて消防訓練を実施し、文化財の防火対策に取り組んでいま
す。
　町民の皆様におかれましても、文化財周辺でのたき火や喫煙はしないようにし、また、周辺には燃えやす
いものを置いたり、ごみや紙くずなどを捨てたりしないように注意し、地域の歴史と財産を守っていきまし
ょう。

消防本部消防団合同訓練について
　　　　　実施日時／令和 2 年１月 26 日（日）9 時～ 11 時
　　　　　場　　所／熊野那智大社及び那智山青岸渡寺
　　　　　参　　加／那智勝浦町消防本部（署）・那智勝浦町消防団
　　　　　　　　　　熊野那智大社・那智山青岸渡寺自衛消防隊

1 月 26 日は文化財防火デーです。

令和２年那智勝浦町消防出初式

日時：令和２年１月５日　日曜日（雨天中止の場合あり）
場所：式典　那智勝浦町体育文化会館　午前９時 30 分から
　　　分列行進及び放水訓練　勝浦港「渡の島」突堤　午前 10 時 45 分頃から
※　勝浦港渡の島突堤には、駐車場がありませんので、那智勝浦町役場駐車場をご利用ください。
※　詳細につきましては、那智勝浦町消防本部総務課までお問合せください。
　　お問合せ先　（0735）52 - 4900

1/5 （日）
  9:30 ～　   体育文化会館 （式典）
10:45 頃～　勝浦港 「渡の島」 （分列行進 ・ 放水訓練）
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ニュース
Photo News

フォト facebook でもタイムリーな話題を提供しています。
https://www.facebook.com/Nachikatsuura/

　11 月 23 日（土）・24 日（日）の 2 日間にわたり、体育文化
会館にて第 54 回那智勝浦町展及び生涯学習フェスティバルが開
催されました。
　一般公募の方をはじめ、公民館教室・公民館自主サークル、町
内小中学校の児童・生徒、保育所（園）の子どもたち、福祉施設
の作品が体育文化会館アリーナに集まりました。
　また、作品展示以外でもロビーステージ、体験コーナー、消防
の集い、福祉施設によるバザーのほか、町立温泉病院による啓発、
町立図書館コーナーなど、様々な催しが行われ、会場はたくさん
の人々で賑わいました。

第 54 回那智勝浦町展・生涯学習
フェスティバルが開催されました。

和歌山県人会世界大会 　「ふるさと
巡りツアー」一行が来町されました。

　これまでに数多くの海外移住者を送り出してきた和歌山県ですが、
県民と県人会の皆さんがその歴史を共有し、更なる交流を深めていく
ため「和歌山県人会世界大会」が和歌山市内で開催されました。
　その行事の一環として、在内外の県人会の方が県下各地を巡り交流
を深める「ふるさと巡りツアー」が行われ、紀南地方のコースの一つ
として本町に 170 名にのぼる方が来町されました。
　本町の名所である那智山を見学した後、太田小学校体育館にて歓
迎会が行われました。地域の皆さんによるおまぜやめはり寿司等の手
作り料理のふるまいのほか、南大居
保育所と太田小学校の児童たちによ
るダンス、合唱、豊年太鼓に加え高
芝の獅子舞が披露され、参加者の皆
さんも懐かしい味の郷土料理に舌鼓
を打ちながら、ご自身のゆかりの文
化を身近で感じていただきました。

まぐろモニュメントがお目見え。
　11 月 16 日に行われたいせえび祭りにて、勝浦漁港にぎわい市場
前にまぐろモニュメントがお目見えしました。
　「生まぐろの水揚げ日本一」「自然にやさしいはえ縄漁法」を PR す
るため、去年に水揚げされた、勝浦市場での最高重量のクロマグロ
を迫力のある実物大サイズで製作しました。
　モデルは平成 30 年 3 月 12 日に宮崎県の漁安丸により捕獲され
たまぐろで、全長 2.74m、重量 450kg です。
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a.jp 住民登録人口と世帯数 [12 月 1 日現在 ]（ ）は前月比
●男 6,947 (-4)　●女 7,978 (-2)　●計 14,925 (-6)　●世帯数 7,752 (-4)

お知らせイベントカレンダー
1月

3 　成人式 　体育文化会館

5 　那智勝浦町消防出初式 　体育文化会館
　渡の島

25 　まぐろ祭り 　勝浦市場
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